
〇裾野市総合計画策定協議会設置要綱 

平成３１年３月２２日 

告示第５４号 

（設置） 

第１条 裾野市総合計画（以下「総合計画」という。）の策定にあたり、裾野市総合

計画に関する規程（昭和57年裾野市訓令第４号）第９条の２の規定に基づき、広く

民間有識者等の意見を反映させるため、裾野市総合計画策定協議会（以下「協議会」

という。）を設置する。 

 （所掌事務） 

第２条 協議会は、総合計画の策定について協議を行い、必要に応じて市長に意見を

述べるものとする。 

（組織） 

第３条 協議会は、委員３５人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、市長が委嘱し、又は任命する。 

⑴ 市民又は関係団体の代表者 

⑵ 民間事業者の代表者 

⑶ 前号に掲げるもののほか、市長が必要と認める者 

（任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱又は任命した日の属する年度の末日までとする。 

（会長及び副会長） 

第５条 協議会に、会長及び副会長を置き、委員の互選によってこれを定める。 

２ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、会長の職務を代理する。 

（会議） 

第６条 協議会は、会長が招集し、会長がその会議の議長を務める。ただし、委員の

委嘱又は任命後最初に招集される協議会は、市長が招集する。 

２ 会長が必要と認めるときは、委員以外の者に対して、資料の提出、意見の表明、

説明その他必要な協力を求めることができる。 

３ 会議は、原則として公開する。ただし、会議を公開することにより、協議会の目

的が達成されないと認められるときは、会議の一部又は全部を非公開とすることが

できる。 
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（庶務） 

第７条 協議会の職務は、企画部企画政策課において処理する。 

（補則） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は会長が協議

会に諮り定める。 

 

附 則 

 この告示は、平成３１年４月１日から施行する。 


